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県
内
で
は
一
九
八
五
年
以

前
、
滅
多
に
い
な
く
て
見
た
人

は
自
慢
し
て
い
た
。
九
〇
年
代

に
入
っ
て
約
五
百
羽
が
冬
鳥
と

し
て
広
島
湾
で
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
近
年
は
数
千 

羽
に
も
な
り
、
海
産
魚
や 

ア
ユ
を
捕
食
す
る
の
で
害
鳥
と

し
て
駆
除
さ
れ
て
い
る
。
珍
鳥

だ
っ
た
の
は
今
や
昔
で
あ
る
。

三
段
峡
周
辺
で
は
温
井
ダ
ム
や

王
泊
ダ
ム
で
繁
殖
し
て
い
て
、 

 
 

        

       

宿
帳
は
中
国
新
聞
八
月
十
九

日
付
の
「
三
段
峡 

往
時
し
の

ば
す
宿
帳
」
で
紹
介
さ
れ
た
。

一
九
二
四
年
か
ら
の
も
の
で
三

十
五
冊
。
挿
絵
を
描
い
た
画
家

や
一
句
詠
ん
だ
文
化
人
、
政
治

家
な
ど
の
著
名
人
が
筆
で
記
し

て
い
る
。
当
時
の
文
化
的
な
三

段
峡
の
見
方
、
注
目
度
が
伝
わ 

     

九
月
二
十
五
日
に
放
送
さ
れ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
「
さ
わ

や
か
自
然
百
景
」
で
、
山
焼
き

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
深

入
山
の
草
原
な
ら
で
は
の
自
然 

 

三
段
峡
や
柴
木
ダ
ム
に
は
少
数

が
魚
を
捕
り
に
や
っ
て
来
る
。 

 

か
つ
て
は
ペ
リ
カ
ン
の
仲
間

と
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
解

析
に
よ
り
カ
ツ
オ
ド
リ
に
分
類 

  

さ
れ
た
。
ヘ
ビ
ウ
や
グ
ン
カ
ン

ド
リ
も
同
類
で
魚
類
を
餌
に
す

る
。
中
で
も
ウ
の
仲
間
は
潜
水

が
得
意
で
、
カ
ワ
ウ
は
一
日
五

百
㌘
の
魚
を
捕
食
す
る
と
言
わ 

   

る
貴
重
な
資
料
だ
。 

 

保
管
し
て
い
た
克
子
さ
ん

は
、「
天
候
が
荒
れ
た
り
す
る

と
い
つ
も
心
配
そ
う
に
峡
内

へ
入
っ
て
行
っ
た
」
と
祖
父
の

様
子
を
語
っ
た
。
高
下
さ
ん
は

「
三
段
峡
ホ
テ
ル
の
名
は
は

じ
め
峡
南
館
で
、
峡
北
館
と
は

ペ
ア
だ
っ
た
」
と
話
し
、
関
係

性
の
深
さ
を
強
調
し
た
。 

宿
帳
は
後
日
、
広
島
県
立
文

書
館
（
同
市
中
区
）
へ
寄
贈
さ

れ
た
。
今
後
の
研
究
で
三
段
峡

の
歴
史
を
掘
り
起
こ
す
新
た

な
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。 

    

環
境
と
生
態
が
、
希
少
チ
ョ
ウ

類
や
鳥
、
草
花
を
通
し
て
紹
介

さ
れ
た
。 

 
 

 
山
焼
き
後
の
芽
吹
き
や
真

っ
先
に
咲
く
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ 

 

れ
る
。
群
れ
で
魚
を
追
い
詰
め

る
行
動
も
見
ら
れ
る
。 

 

発
達
し
た
水
か
き
を
持
ち
、

足
は
胴
体
の
後
方
に
あ
る
た
め

大
き
な
推
進
力
を
得
る
。
水
中 

  

で
速
く
泳
げ
る
よ
う
羽
毛
に
含

ま
れ
る
空
気
を
素
早
く
抜
く
。

こ
の
た
め
羽
毛
が
濡
れ
る
。
水

か
ら
上
が
っ
て
岩
の
上
な
ど
で

羽
根
を
ダ
ラ
リ
と
広
げ
て
乾
か 

    

日
本
山
岳
会
広
島
支
部
の
会

員
三
人
と
さ
ん
け
ん
メ
ン
バ
ー

四
人
が
九
月
十
四
日
、
二
段
滝 

    
 

      

カ
マ
、
虫
を
捕
ら
え
る
モ
ズ
や

子
育
て
す
る
ホ
オ
ジ
ロ
が
登

場
。
湧
き
水
近
く
の
キ
セ
ル
ア

ザ
ミ
を
食
物
に
す
る
ヒ
メ
シ
ジ

ミ
、
卵
を
産
む
瞬
間
の
ヒ
メ
ヒ

カ
ゲ
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
の
花
に
卵

を
産
み
付
け
る
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
な 

ど
、
希
少
チ
ョ
ウ
類
が
捉
え
ら 

 

す
姿
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
だ
。 

三
次
や
岩
国
の
鵜
飼
い
に
使

用
し
て
い
る
ウ
は
近
縁
の
ウ
ミ

ウ
で
あ
る
。
茨
木
県
伊
師
浜
海

岸
で
捕
獲
さ
れ
た
も
の
で
、
逃 

げ
る
可
能
性
が
あ
る
の 

で
手
綱
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
一
方
、
中
国
で
は
鵜
匠

が
繁
殖
さ
せ
た
カ
ワ
ウ
を
使
用

す
る
。
人
が
育
て
た
の
で
慣
れ

て
い
て
、
手
綱
な
し
で
鵜
飼
い

を
し
て
い
る
。 

（
上
野
吉
雄
） 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

   

で
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

し
た
＝
写
真
。
リ
ー
ダ
ー
は
前

日
、
さ
ん
け
ん
理
事
に
就
任
し

た
ば
か
り
の
大
田
由
孝
さ
ん
。 

 

空
気
で
膨
ら
ま
す
ボ
ー
ト

「
パ
ッ
ク
ラ
フ
ト
」
で
猿
飛
を

渡
り
、
二
段
滝
へ
。
山
岳
会
員
が

先
導
し
て
登
り
、
瀬
尾
淳
さ
ん

け
ん
副
理
事
長
ら
が
続
い
た
。

濡
れ
た
絶
壁
は
滑
り
や
す
か
っ

た
が
、
壁
に
挟
ま
り
な
が
ら
慎

重
に
進
ん
だ
。
登
っ
た
後
の
上 

 

れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
＋
（
プ
ラ

ス
）
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
配
信
。 

 

さ
ん
け
ん
は
二
〇
一
八
年
か

ら
深
入
山
で
、
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の

生
息
調
査
を
し
て
い
る
。 

                   

空
の
開
放
感
や
上
か
ら
見
る
滝

の
勢
い
を
体
感
し
た
。 

さ
ん
け
ん
は
子
供
向
け
の
沢

登
り
入
門
編
や
大
人
用
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。 

    

さ
ん
け
ん
自
然
塾
「
鳴
く
虫

と
秋
の
味
覚
」
が
九
月
十
八
日
、

十
組
四
十
人
が
参
加
し
て
深
入

山
で
開
か
れ
た
。
バ
ッ
タ
や
ト

ン
ボ
な
ど
希
少
な
六
種
を
捕
獲

し
た
。
採
集
し
た
昆
虫
を
観
察

し
て
ク
イ
ズ
を
出
し
合
い
、
正

解
者
は
大
き
な
声
を
上
げ
な
が

ら
昆
虫
食
を
口
し
た
。
保
護
者

は
「
虫
を
触
れ
な
か
っ
た
子
が
、

食
べ
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
」

と
、
驚
い
て
い
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
中
高
生
三
人
が
企
画
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

砂
や
石
が
動
き
、
長
淵
の
河
原
の

形
状
も
変
わ
る
。
大
き
な
景
色
の

劇
的
変
化
は
な
い
が
、
細
か
く
は

違
う
表
情
を
見
せ
る
。
三
段
峡
は

生
き
物
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。 

   

▼
峡
谷
は
生
き
物 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

九
月
十
九
日
に
最
接
近
し
た

台
風
十
四
号
に
よ
る
豪
雨
で
、
横

川
口―

猿
飛
間
で
橋
が
崩
落
、
猿 

  

一口メモ 

飛
の
船
着
場
も
大
き
な
被
害
を

受
け
た
。
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
間
に
合
う
よ
う
復
旧
工
事
が

進
ん
で
い
る
。
毎
年
ど
こ
か
で

被
害
が
発
生
し
、
復
旧
す
る
。
土

１ 

    

カ ワ ウ 

厄介者の潜水名人 
 

鳥 三段峡の たち 

⑪ 

一
日
五
百
㌘
の
魚
捕
食 

珍
鳥
が
害
鳥
に 

 二
段
滝
で
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ 

爽
快
‼ 

日
本
山
岳
会
員
が
先
導 

 

熊
南
峰
や
斎
藤
露
翠
と
と
も
に
三
段
峡
開
発
に
尽
力
し

た
後
藤
吾
妻
（
一
八
八
〇―

一
九
六
七
年
）
が
、
樽
床
ダ
ム

に
沈
む
前
ま
で
営
ん
で
い
た
宿
「
峡
北
館
」
の
宿
帳
を
見
せ

て
も
ら
う
た
め
九
月
三
日
、
さ
ん
け
ん
メ
ン
バ
ー
三
人
と
三

段
峡
ホ
テ
ル
の
高
下
務
さ
ん
が
、
広
島
市
中
区
光
南
に
住
む

孫
の
後
藤
克
子
さ
ん
宅
を
訪
問
し
、
思
い
出
を
聞
い
た
。 

       
 
 

リ
ー
ド 

 

九
月
十
三
日
に
開
い
た
理
事
会
で
、
定
款
十
四
条
に
基
づ
き
、
大

田
由
孝
さ
ん
＝
写
真
右
＝
と
大
崎
壮
巳
さ
ん
＝
同
左
＝
の
両
氏
を

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
に
選
任
し
た
。 

 

大
田
さ
ん
は
日
本
山
岳
会
広
島
支
部

の
会
員
。
三
段
峡
で
は
沢
登
り
の
指
導
や

ツ
ア
ー
に
携
わ
り
、
二
谷
を
探
索
す
る
な

ど
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
る
。
大
田
葬
祭
社
長
。 

 

大
崎
さ
ん
は
広
島
大
学
大
学
院
統
合

生
命
科
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
二
回

生
。
広
大
さ
ん
け
ん
部
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
図
鑑
「
原

色
広
島
三
段
峡
図
鑑
」
を
立
ち
上
げ
、
博

物
館
展
示
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。 

                  

           

新
理
事
に
大
田
由
孝
さ
ん 

大
崎
壮
巳
さ
ん 

さ
ん
け
ん
自
然
塾 

採
集
・
観
察
・
昆
虫
食 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
さ
わ
や
か
自
然
百
景
」 

深
入
山 
草
原
の
貴
重
な
生
態
紹
介 

「浪人 熊南峯」の署名がある宿帳 

聞く会 

樽
床
・
峡
北
館
の
宿
帳
三
十
五
冊 

 

絵
や
句 

筆
で
記
す
著
名
人 

祖
父
後
藤
吾
妻
の
思
い
出
語
る
克
子
さ
ん 

後藤克子さんに祖父吾妻さんや樽床ダム

に沈む前の様子を伺った「聞く会」 

 


